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(57)【要約】
【課題】コストを増大させることなく、用紙サイズを比
較的高精度で検出することができる印刷装置を提供する
。
【解決手段】用紙２が巻回されているロール１の一端に
は、用紙のずれを防止するための円板部３がパイプに嵌
合されている。調整部材８の外周部には、複数の凸部が
形成されている。一方、円板部３には、中央のシャフト
５が通る孔部に、上記調整部材８の凸部に嵌合する複数
の溝部が形成されている。ロール１を装着する際に、上
記円板部３の孔部の溝部と、調整部材８の凸部とを嵌合
させることで、ロール１の一端を段階的に任意の位置で
固定する。フォトインタラプタ１０－１～１０－４は、
用紙２の一端を検出する。ラインＣＣＤ１１は、用紙２
の他端を検出する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイズの異なる複数種類の用紙の幅寸法に合わせて、搬送路上における前記用紙の幅方
向の位置決めを行う位置決め手段を備える印刷装置であって、
　前記位置決め手段の前記幅方向の一端側に設けられ、前記幅方向における前記用紙の一
端の固定位置を段階的に調整する一端調整部と、
　前記位置決め手段の前記幅方向の他端側に設けられ、前記幅方向における前記用紙の他
端の固定位置を、前記一端調整部の調整ピッチよりも小さい間隔で、または、前記幅方向
に連続的に調整する他端調整部と、
　前記位置決め手段によって位置決めされた用紙の一端側の搬送路に設けられ、前記一端
調整部の調整ピッチに対応して前記用紙の一端を段階的に検出する一端検出部と、
　前記位置決め手段によって位置決めされた用紙の他端側の前記搬送路に設けられ、前記
一端検出部の検出ピッチよりも小さいピッチ間隔で前記用紙の他端を検出する他端検出部
と、
　前記一端検出部と前記他端検出部との検出結果に基づいて、前記用紙の幅を判定する判
定部と
　を備えることを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記一端検出部は、前記一端調整部の調整ピッチに対応した間隔で前記用紙の幅方向に
配設された複数の反射型フォトインタラプタであることを特徴とする請求項１記載の印刷
装置。
【請求項３】
　前記他端検出部は、前記用紙の幅方向に画素が一列に配設された撮像手段であることを
特徴とする請求項２記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記一端検出部による出力と、前記他端検出部による出力との組み合わせを、前記サイ
ズの異なる複数種類の用紙に対応付けて記憶する記憶部を更に具備し、
　前記判定部は、前記記憶部を参照することにより前記用紙の幅を判定することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれかに記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記用紙は、そのサイズに応じて複数のグループに分けられており、
　前記一端調整部は、前記段階的に調整する固定位置を、前記複数のグループの各々に対
応させていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サイズの異なる複数種類の用紙を用いる印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷装置では、サイズの異なる複数種類の用紙が使用されることから、それら用紙の幅
を検出する必要がある。そこで、用紙の幅方向の一端側を固定して、用紙の他端側におい
て、そのエッジをラインＣＣＤ（Charge Coupled Devices）などによって検出することに
より、用紙の幅寸法を判定する技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－２０３６９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述した従来技術（特許文献１）では、用紙の各種サイズを精度良く検
出可能とする場合に、幅寸法の一番小さい用紙のエッジから、一番大きい用紙のエッジに
わたって幅方向に延びる、多画素のラインＣＣＤを設置する必要があるため、コストが増
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大してしまうという問題がある。
【０００４】
　本発明は、このような事情を考慮してなされたものであり、その目的は、コストを増大
させることなく、用紙サイズを比較的高精度で検出することができる印刷装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するために、本発明は、サイズの異なる複数種類の用紙の幅寸法に
合わせて、搬送路上における前記用紙の幅方向の位置決めを行う位置決め手段を備える印
刷装置であって、前記位置決め手段の前記幅方向の一端側に設けられ、前記幅方向におけ
る前記用紙の一端の固定位置を段階的に調整する一端調整部と、前記位置決め手段の前記
幅方向の他端側に設けられ、前記幅方向における前記用紙の他端の固定位置を、前記一端
調整部の調整ピッチよりも小さい間隔で、または、前記幅方向に連続的に調整する他端調
整部と、前記位置決め手段によって位置決めされた用紙の一端側の搬送路に設けられ、前
記一端調整部の調整ピッチに対応して前記用紙の一端を段階的に検出する一端検出部と、
前記位置決め手段によって位置決めされた用紙の他端側の前記搬送路に設けられ、前記一
端検出部の検出ピッチよりも小さいピッチ間隔で前記用紙の他端を検出する他端検出部と
、前記一端検出部と前記他端検出部との検出結果に基づいて、前記用紙の幅を判定する判
定部とを備えることを特徴とする印刷装置である。
【０００６】
　この発明によれば、位置決め手段の幅方向の一端側に設けられた一端調整部により、幅
方向における用紙の一端の固定位置を段階的に調整して固定する。また、他端調整部によ
り、用紙の他端の固定位置を、一端調整部の調整ピッチよりも小さい間隔で、または、幅
方向に連続的に調整して固定する。そして、一端検出部により、一端調整部の調整ピッチ
に対応して用紙の一端を段階的に検出し、他端検出部により、一端検出部の検出ピッチよ
りも小さいピッチ間隔で用紙の他端を検出し、判定部により、一端検出部と他端検出部と
の検出結果に基づいて、用紙の幅を判定する。すなわち、用紙の一端の固定位置が用紙サ
イズに応じて段階的に調整可能となることで、小さいピッチ間隔で検出するために精度が
要求される他端検出部について、必要とされる用紙の他端の検出範囲を小さくすることが
できる。このため、コストを無用に増大させることなく、最小の用紙サイズ～最大の用紙
サイズの如何なる用紙サイズでも比較的精度良く検出することができる。
【０００７】
　本発明は、上記の発明において、前記一端検出部は、前記一端調整部の調整ピッチに対
応した間隔で前記用紙の幅方向に配設された複数の反射型フォトインタラプタであること
を特徴とする。
　この発明によれば、一端検出部を、一端調整部の調整ピッチに対応した間隔で用紙の幅
方向に配設された複数の反射型フォトインタラプタとするので、コストを無用に増大させ
ることなく、最小の用紙サイズ～最大の用紙サイズの如何なる用紙サイズでも比較的精度
良く検出することができる。
【０００８】
　本発明は、上記の発明において、前記他端検出部は、前記用紙の幅方向に画素が一列に
配設された撮像手段であることを特徴とする。本発明によれば、他端検出部を用紙の幅方
向に画素が一列に配設された撮像手段とする。
　この発明によれば、用紙の一端の固定位置が用紙サイズに応じて段階的に調整可能とな
るので、小型の撮像手段を用いることができ、コストを無用に増大させることなく、最小
の用紙サイズ～最大の用紙サイズの如何なる用紙サイズでも比較的精度良く検出すること
ができる。
【０００９】
　本発明は、上記の発明において、前記一端検出部による出力と、前記他端検出部による
出力との組み合わせを、前記サイズの異なる複数種類の用紙に対応付けて記憶する記憶部
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を更に具備し、前記判定部は、前記記憶部を参照することにより前記用紙の幅を判定する
ことを特徴とする。
　この発明によれば、一端検出部による出力と、他端検出部による出力との組み合わせを
、前記サイズの異なる複数種類の用紙に対応付けて記憶しておき、該内容から用紙の幅を
判定する。したがって、複雑な演算などすることなく、容易に、かつ、短時間で、最小の
用紙サイズ～最大の用紙サイズの如何なる用紙サイズでも比較的精度良く検出することが
できる。
【００１０】
　本発明は、上記の発明において、前記用紙は、そのサイズに応じて複数のグループに分
けられており、前記一端調整部は、段階的に調整する固定位置を、前記複数のグループの
各々に対応させていることを特徴とする。
　この発明によれば、一端調整部による、段階的に調整する固定位置を、一端検出部によ
り検出することで、容易に用紙のグループを特定し、該グループからその用紙サイズを判
定することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の印刷装置によれば、一端調整部及び他端調整部、並びに、一端検出部及び他端
検出部を備えることで、コストを増大させることなく、様々な種類の用紙サイズを検出す
ることができるという利点が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態による印刷装置の一部構成を示す模式図である。図において
、ロール１は、中空のパイプからなり、外周には用紙２が巻回されている。該ロール１の
一端には、用紙のずれを防止するための一端調整部を構成する一部である円板部３がパイ
プに嵌合されている。ギア４は、図示しない駆動機構によって回転させられる。該ギヤ４
は、ロール１の長手方向に延びるシャフト５に連接されており、該ギヤ４の回転によりロ
ール１を回転させて巻回されている用紙２を矢印Ａの方向に送り出すようになっている。
他端調整部である円板部６は、シャフト５に自在に抜き差し可能になっており、装着され
たロール１の他端に当接、嵌合させ、固定ピン７でシャフト５に固定することで、ロール
１及び用紙２を挟み込み、軸方向にずれないように固定するようになっている。
【００１４】
　ギヤ４の内側には、ロール１の一端を段階的に任意の位置で固定するための一端調整部
を構成する一部である調整部材８が設けられている。該調整部材８の外周部には、複数の
凸部８－１が形成されている。一方、ロール１に嵌合されている円板部３には、中央のシ
ャフト５が通る孔部に、上記調整部材８の凸部に嵌合する複数の溝部が形成されている。
ロール１を装着する際に、上記円板部３の孔部の溝部と、調整部材８の凸部８－１とを嵌
合させることで、ロール１の一端を段階的に任意の位置で固定することができるようにな
っており、これにより一端調整部が構成されている。なお、該円板部３の溝部及び調整部
材８の構造の詳細については後述する。
【００１５】
　図示の例では、図面下方向に用紙２が送り出されるようになっている。送り出し方向の
搬送路には、所定の位置に、一端検出部である、複数の反射型のフォトインタラプタ１０
－１～１０－４と他端検出部であるラインＣＣＤ（ＣＭＯＳ型でもよい）１１とが配設さ
れている。フォトインタラプタ１０－１～１０－４は、所定の間隔で配列されており、用
紙２の一端を検出する。また、ラインＣＣＤ１１は、用紙２の他端を検出する。すなわち
、用紙幅は、フォトインタラプタ１０－１～１０－４とラインＣＣＤ１１により検出され
る。なお、用紙幅検出方法の詳細については後述する。
【００１６】
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　次に、図２（ａ）、（ｂ）は、上述した円板部３の構造を示す平面図及び側面図である
。円板部３は、シャフト５が通る孔部３－２が形成された、延長部３－１を有する。延長
部３－１の内周面には、後述する調整部材８の凸部８－１において、大幅部８－１－１に
嵌合可能な第１の係合溝３－３と、小幅部８－１－２に嵌合可能な第２の係合溝３－４と
が形成されている。第２の係合溝３－４は、対向する位置に２つ形成されていて、また、
第１の係合溝３－３は、対向する位置で複数組形成されている。ここで、第１の係合溝３
－３の溝幅ｄ１と第２の係合溝３－４との溝幅ｄ２は、ｄ１＞ｄ２の関係となっている。
【００１７】
　次に、図３は、上述した調整部材８の構造と該調整部材８に円板部３が嵌合される様子
を示す模式図である。調整部材８は、シャフト５の長さ方向に所定の長さだけ延長された
円筒形状を有する。そして、その外周には、複数の凸部８－１、８－１、…がその円周方
向にわたって等間隔で、かつ、その軸を挟んで対向するもの同士が対をなすようにして、
形成されている。各凸部８－１、８－１、…は、大幅部８－１－１と小幅部８－１－２と
が一体に形成してなり、各凸部８－１、８－１、…で、大幅部８－１－１と小幅部８－１
－２との長さ寸法比が段階的に変化するようになっている。ここで、上記対向して対をな
す凸部８－１同士は、大幅部８－１－１と小幅部８－１－２との長さ寸法比が等しくなる
ように設定されている。なお、凸部８－１の中には、全長にわたって小幅部８－１－２の
みで形成されたものがある。
【００１８】
　大幅部８－１－１は、一端がギヤ４の一面に揃えられており、他端側がシャフト５の長
さ方向に延びるようにして形成されている。各大幅部８－１－１の長さ寸法は、それぞれ
で異なっており、例えば、一定の延び率で大きくなっている（但し、状況に応じて、延び
率を異ならせるようにしてもよい）。これにより大幅部８－１－１の他端の位置は、シャ
フト５の長さ方向に段階的に位置が異なるように設定されている。小幅部８－１－２の他
端は、調整部材８の他端に揃えられている。また、小幅部８－１－２の他端には、円板部
３の孔部３－２を挿入しやすいようにテーパが付けられている。大幅部８－１－１の幅Ｄ
１は、上述した第１の係合溝３－３の溝幅ｄ１と略等しく、小幅部８－１－２の幅Ｄ２は
、上述した第２の係合溝３－４との溝幅ｄ２に略等しくなっている。
【００１９】
　用紙２を装着する場合、軸線方向に移動させて、ロール１とともに円板部３の孔部３－
２を、調整部材８の円筒部分に挿入するわけであるが、このとき、円筒部の他端側が小幅
部８－１－２で揃えられていることから、全ての凸部８－１と円板部３の第１の係合溝３
－３及び第２の係合溝３－４とが係合可能である。そのため、円板部３又はギア４を相対
的に回転させることにより、任意の凸部８－１に、任意の係合溝３－３、３－４を選択的
に係合させることができる。
【００２０】
　但し、小幅部８－１－２の長さ寸法Ｄ２は、それぞれの凸部８－１で異なり、第２の係
合溝３－４の溝幅ｄ２は、大幅部８－１－１の幅Ｄ１より小さいため、第２の係合溝３－
４と、大幅部８－１－１の他端とが当接することにより、ロール１を含む円板部３の軸方
向の移動が規制され、円板部３及びロール１の一端側の位置が決定される。大幅部８－１
－１の長さ寸法は、対をなす凸部８－１、８－１、…毎に異なっていることから、第２の
係合溝３－４をどの凸部８－１、８－１、…に係合させるかによって、ロール１を含む円
板部３の装着位置を段階的に調整することが可能となっている。
【００２１】
　すなわち、円板部３又はギア４を相対的に回転させることにより、円板部３に当接して
いる用紙２の一端の固定位置が調整されることを意味する。したがって、大幅部８－１－
１の長さ寸法の差８ａ、８ｂ、８ｃ、８ｄが、調整ピッチとなり、用紙が巻回されたロー
ル１を含む円板部３は、軸線方向の任意の位置に上記調整ピッチに応じて段階的に固定さ
れる。
【００２２】
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　上記調節ピッチは、用紙のサイズ種類、フォトインタラプタ１０－１～１０－４、ライ
ンＣＣＤ１１などの数や、位置関係から決定される。より具体的には、図１に示す複数の
フォトインタラプタ１０－１～１０－４は、大幅部８－１－１の長さ寸法の差８ａ、８ｂ
、８ｃ、８ｄに合わせた間隔で配設されている。このため、フォトインタラプタ１０－１
～１０－４により、用紙２の一端を段階的に検出することができる。
【００２３】
　次に、図４は、上述した円板部６の構造を示す模式図である。円板部６には、軸線方向
に直交する方向に向けられた固定ピン７が設けられており、固定ピン７を調整することに
より、円板部６がシャフト５上の任意の位置で固定されるようになっている。すなわち、
円板部６は、軸線方向に連続的に位置を調整して固定可能となっている。そして、円板部
３と円板部６とによって、用紙２が巻回されたロール１を幅方向から挟むことによって、
用紙２の幅方向の位置を位置決めするようになっている。
【００２４】
　次に、図５（ａ）、（ｂ）及び図６（ａ）、（ｂ）は、用紙サイズとフォトインタラプ
タ１０－１～１０－４、ラインＣＣＤ１１の位置関係について説明するための模式図であ
る。本実施形態では、用紙サイズ（幅寸法）をいくつかのグループに分類し、グループ毎
に、用紙２が巻回されたロール１を調整部材８のどの位置で固定させるかを予め決めてい
る。本実施形態では、例えば図８に示すように、グループＧ１～Ｇ４が設定されており、
該グループＧ１～Ｇ４とフォトインタラプタ１０－１～１０－４とが対応している。すな
わち、グループＧ１～Ｇ４の各々における、調整部材８に対する固定位置と、フォトイン
タラプタ１０－１～１０－４の配設位置とが対応している。
【００２５】
　まず、グループＧ１では、図５（ａ）に示すように、用紙２が巻回されたロール１を装
着する際、円板部３の延長部３－１がギヤ４に当接する位置まで挿入される（調整部材８
の大幅部８－１－１に当接しない）。このとき、用紙２の一端は、フォトインタラプタ１
０－１～１０－４の全てを覆う位置にくる。この場合、フォトインタラプタ１０－１～１
０－４の全ての出力がオン（反射あり）となる。
【００２６】
　また、グループＧ２では、図５（ｂ）に示すように、用紙２が巻回されたロール１を装
着する際、円板部３の延長部３－１が、調整部材８の、図３に示す上から１つ目の大幅部
８－１－１の他端で当接する位置まで挿入される。このとき、用紙２の一端は、フォトイ
ンタラプタ１０－１を除く、フォトインタラプタ１０－２～１０－４を覆う位置にくる。
この場合、フォトインタラプタ１０－２～１０－４の出力がオン（反射あり）となる。
【００２７】
　また、グループＧ３では、図６（ａ）に示すように、用紙２が巻回されたロール１を装
着する際、円板部３の延長部３－１が、調整部材８の、図３に示す３つ目の大幅部８－１
－１の他端で当接する位置まで挿入される。このとき、用紙２の一端は、フォトインタラ
プタ１０－１、１０－２を除く、フォトインタラプタ１０－３、１０－４を覆う位置にく
る。
【００２８】
　また、グループＧ４では、図６（ｂ）に示すように、用紙２が巻回されたロール１を装
着する際、円板部３の延長部３－１が、調整部材８の、図３に示す４つ目の大幅部８－１
－１の他端で当接する位置まで挿入される。このとき、用紙２の一端は、フォトインタラ
プタ１０－１から１０－３を除く、フォトインタラプタ１０－４のみを覆う位置にくる。
この場合、フォトインタラプタ１０－４の出力がオン（反射あり）となる。
【００２９】
　なお、いずれのグループＧ１～Ｇ４においても、用紙２の他端は、ラインＣＣＤ１１を
覆う位置にくる。このように、本実施形態では、フォトインタラプタ１０－１～１０－４
のうち、どの出力がオン（反射あり）となっているかで、装着されている用紙が属するグ
ループを特定することが可能となっている。そして、そのときのラインＣＣＤ１１の出力
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から、用紙２の他端の位置（画素位置）を特定可能な画像を取得することができる。ゆえ
に、上記フォトインタラプタ１０－１～１０－４の出力とラインＣＣＤ１１の出力とから
用紙サイズを特定することが可能となっている。
【００３０】
　このように、グループＧ１～Ｇ４毎に、用紙２の一端の固定位置を、段階的に調整可能
とすることで、最小の用紙サイズ～最大の用紙サイズの如何なる用紙サイズの用紙が装着
されようとも、小型（低画素数）のラインＣＣＤ１１で全ての用紙サイズを網羅でき、こ
の結果、全ての用紙サイズを正確に特定することが可能となる。
【００３１】
　次に、図７は、本実施形態による印刷装置の略構成を示すブロック図である。なお、図
１に対応する部分には同一の符号を付けて説明を省略する。図において、印刷装置２０は
、フォトインタラプタ１０（図１のフォトインタラプタ１０－１～１０－４に相当）、Ｃ
ＣＤ１１、用紙指定データ入力部２１、記憶部２２、用紙判定部２３、判定結果出力部２
４及び印刷制御部２５を備えている。用紙指定データ入力部２１は、操作者により指定さ
れる用紙サイズを入力する。なお、本実施形態では、用紙サイズは、用紙指定データ入力
部２１で操作者が指定することとなっているが、印刷データに含まれていて、自動的に指
定されるものとしても良い。記憶部２２は、用紙サイズと、該用紙の一端を検出するフォ
トインタラプタ１０のオン・オフ状態と、ラインＣＣＤ１１で検出された、該用紙の他端
の画素位置との関係を対応付けて用紙サイズテーブルとして記憶する。該用紙サイズテー
ブルについては後述する。
【００３２】
　次に、判定部である用紙判定部２３は、記憶部２２の用紙サイズテーブルを参照し、フ
ォトインタラプタ１０のオン・オフ状態と、ＣＣＤ１１で検出された、該用紙サイズの他
端の画素位置とに基づいて用紙サイズを特定する。また、用紙判定部２３は、特定した用
紙サイズが、用紙指定データ入力部２１から入力された指定用紙サイズに適合するか否か
を判定し、適合しない場合には、用紙サイズが合わないことを通知するエラー信号を判定
結果出力部２４に送出し、適合する場合には、印刷制御部２５に印刷開始信号を送出する
。
【００３３】
　判定結果出力部２４は、ＬＥＤ、表示部などの表示手段、スピーカやブザーなどの鳴動
手段のいずれか、あるいはそれらの組み合わせからなり、上記用紙判定部２３からのエラ
ー信号に従って、所定のＬＥＤを光らせたり、表示部に表示したり、音声やブザーにより
警告音を鳴動させてエラーを通知する。印刷制御部２５は、上記用紙判定部２３から印刷
開始信号に従って、用紙の搬送、印字データの準備、用紙への印字、用紙のカットなど、
印刷に係る一連の制御を実行する。
【００３４】
　次に、図８は、上述した用紙サイズテーブルのデータ構成例を示す概念図である。また
、図９（ａ）、（ｂ）は、フォトインタラプタ１０のオン・オフ状態と、ＣＣＤ１１の（
用紙端を検出した）画素位置との対応関係を説明するための概念図である。図８において
、用紙サイズテーブル２２－１は、グループ毎に、そのグループに属する用紙サイズ、そ
の用紙の一端を検出するフォトインタラプタ１０のオン・オフ状態の組み合わせ、それぞ
れの組み合わせにおいてラインＣＣＤ１１で検出される該用紙の他端の画素位置を対応付
けて予め記憶している。
【００３５】
　なお、符号Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、図９（ａ）に示すように、各々、フォトインタラプタ１
０－１、１０－２、１０－３、１０－４に対応している。また、符号ｐがラインＣＣＤ１
０での検出画素位置である。また、ラインＣＣＤ１０においては、図９（ｂ）に示すよう
に、図面左から所定間隔毎の画素ａ、ｂ、ｃ、…、ｚとする。また、用紙サイズＳ１～Ｓ
１０１の関係は、Ｓ１＞Ｓ２＞Ｓ３＞…＞Ｓ１０１となっている。
【００３６】
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　上述したように、本実施形態では、用紙をその用紙サイズ（幅寸法）に応じてグループ
Ｇ１～Ｇ４に分類している。図８に示す例では、グループＧ１には、用紙サイズＳ１～Ｓ
２５が属し、グループＧ２には、用紙サイズＳ２６～Ｓ５０が属し、グループＧ３には、
用紙サイズＳ５１～Ｓ７５が属し、用紙サイズＧ４には、用紙サイズＳ７６～Ｓ１０１が
属する。
【００３７】
　フォトインタラプタＡ～Ｄ（１０－１～１０－４）の全てがオン（反射あり）となった
場合には、グループＧ１に属する用紙サイズＳ１～Ｓ２５の用紙が装着されたと判定する
ことが可能である。また、フォトインタラプタＢ～Ｄ（１０－２～１０－４）がオン（反
射あり）となった場合には、グループＧ２に属する用紙サイズＳ２６～Ｓ５０の用紙が装
着されたと判定することが可能である。同様に、フォトインタラプタＣ、Ｄ（１０－３、
１０－４）がオン（反射あり）となった場合には、グループＧ３に属する用紙サイズＳ５
１～Ｓ７５の用紙が装着されたと判定することが可能であり、フォトインタラプタＤ（１
０－４）がオン（反射あり）となった場合には、グループＧ４に属する用紙サイズＳ７６
～Ｓ１０１の用紙が装着されたと判定することが可能である。
【００３８】
　また、それぞれの用紙毎に、その用紙サイズの用紙が正しく装着された場合、用紙の他
端がラインＣＤＤ１１のどの位置の画素で検出されるかは予め分っている。例えば、グル
ープＧ１に属する用紙が装着されている場合に、ラインＣＤＤ１１で該用紙の他端が画素
ａ～画素ｂの範囲（ａ＜ｐ≦ｂ）で検出された場合には、その用紙のサイズは、Ｓ１であ
ると特定することが可能である。別の例としては、グループＧ３に属する用紙が装着され
ている場合に、ラインＣＤＤ１１で該用紙の他端が画素ｃ～画素ｄの範囲（ｃ＜ｐ≦ｄ）
で検出された場合には、その用紙のサイズは、Ｓ５３であると特定することが可能である
。
【００３９】
　言い換えると、本実施形態では、各グループＧ１～Ｇ４における最大サイズの用紙の他
端は、ラインＣＣＤ１１の略最外側の画素ａ～ｂ（ａ＜ｐ≦ｂ）の範囲で検出され、最小
サイズの用紙の他端は、ラインＣＣＤ１１の略最内側の画素ｙ～ｚ（ｙ＜ｐ≦ｚ）の範囲
で検出されることを意味する。すなわち、各グループＧ１～Ｇ４内での最大サイズから最
小サイズの用紙の他端を検出するだけの画素を備えたラインＣＣＤ１１を設ければよい。
【００４０】
　なお、図９（ｂ）において、ラインＣＣＤ１１の最外側の画素（画素ａの左側）と最内
側の画素（画素ｚの右側）は、用紙の他端を検出するためのマージンとして用いている。
また、上述した用紙の他端を検出する際のラインＣＣＤ１１の画素範囲は、一例であって
、これに限定されることなく、適宜、決定すればよい。なお、用紙サイズテーブル２２－
１のデータは、メンテナンス時などに変更可能になっている。
【００４１】
　次に、図１０は、本実施形態による印刷装置の動作を説明するためのフローチャートで
ある。なお、操作者は、例えば、予め用意された用紙サイズのグループと対応付けられた
凸部８－１の選択パターンが記載された表を確認し、該選択パターンに従って、使用しよ
うとする用紙サイズのグループに対応する位置で調整部材８の凸部８－１と係合させ、円
板部３を当接させて固定した後、円板部６を、シャフト５を通し、ロールの他端に当接さ
せて、調整ピン７で固定する。
【００４２】
　印刷装置２０は、印刷指示があると、まず、ロール１（用紙）が装着されているか否か
を判定する（ステップＳ１）。ロール１（用紙）が装着されているか否かは、フォトイン
タラプタ１０（図１の１０－１～１０－４に相当）、ＣＣＤ１１の出力で判定することが
可能である。そして、ロール１（用紙）が装着されていない場合には、判定結果出力部２
４からエラーを出力する（ステップＳ１０）。
【００４３】
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　一方、ロール１（用紙）が装着されている場合には、用紙判定部２３は、フォトインタ
ラプタ１０－１～１０－４を駆動し（ステップＳ２）、フォトインタラプタ１０－１～１
０－４の出力を取り込む（ステップＳ３）。次に、用紙判定部２３は、ラインＣＣＤ１１
を駆動し（ステップＳ４）、ラインＣＣＤ１１の出力を取り込む（ステップＳ５）。ここ
で、ラインＣＣＤ１１の出力から、用紙２の他端部が検出されたか否かを判定し（ステッ
プＳ６）、用紙２の他端部が検出されないと判定された場合には、判定結果出力部２４か
らエラーを出力する（ステップＳ１０）。これは、操作者が円板部３の固定位置を使用す
る用紙サイズのグループに適した位置でない位置に固定してしまった場合に、用紙２の他
端側がラインＣＣＤ１１から外れてしまったことを判定するためである。
【００４４】
　一方、ラインＣＣＤ１１の出力から用紙２の他端部が検出された場合には、用紙判定部
２３は、用紙サイズテーブル２２－１を参照し、フォトインタラプタ１０－１～１０－４
の出力（オン／オフ状態）と、ラインＣＣＤ１１の画素位置（用紙端検出画素位置）とか
ら、用紙サイズを特定する（ステップＳ７）。次に、用紙判定部２３は、特定した用紙サ
イズが、用紙指定データ入力部２１から入力された指定用紙サイズに適合するか否かを判
定し（ステップＳ８）、適合しない場合に、判定結果出力部２４からエラーを出力する（
ステップＳ１０）。一方、適合する場合には、印刷制御部２５により、用紙の搬送、印字
データの準備、用紙への印字、用紙のカットなど、印刷に係る一連の制御を実行する（ス
テップＳ９）。
【００４５】
　上述した実施形態によれば、用紙２の一端の固定位置を、用紙サイズに応じて段階的に
調整可能とすることで、最小の用紙サイズ～最大の用紙サイズの如何なる用紙サイズの用
紙が装着されようとも、小型（低画素数）のラインＣＣＤ１１で全ての用紙サイズを検出
することができる。
【００４６】
　なお、上記においては、用紙を幅寸法によってグループ分けし、グループ毎に対応する
凸部８－１及びフォトインタラプタ１０が設けられるものとしたが、これに限るものでは
ない。例えば、使用が想定される用紙毎に、対応する凸部８－１及びフォトインタラプタ
１０を設けるものとしても良い。このようにしても、比較的安価なフォトインタラプタ１
０を設置数が増加するのみで、ラインＣＣＤ１１の必要な長さとしては最小限に設定する
ことが可能となる。
【００４７】
　また、他端調整部である円板部６は、シャフト５の長さ方向に連続的に位置を調整可能
としたが、これに限るものではなく、少なくとも一端調整部である円板部３の凸部８－１
で決定される調整ピッチよりも小さい間隔で調整可能であれば、段階的に調整可能な機構
としても良い。
【００４８】
　また、上述した実施形態では、用紙２は、縦方向が限定されないロール用紙であったが
、これに限定されることなく、単票用紙であってもよい。この場合、円板部３、６の用紙
と接する面の形状を、単票用紙の幅方向のずれを防止するためのガイド部と同様の形状（
Ｌ字形状）にすればよい。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施形態による印刷装置の一部構成を示す模式図である。
【図２】本実施形態による印刷装置の円板部３の構造を示す平面図及び側面図である。
【図３】本実施形態による印刷装置の調整部材８の構造と該調整部材８に円板部３が嵌合
される様子を示す模式図である。
【図４】本実施形態による印刷装置の円板部６の構造を示す模式図である。
【図５】用紙サイズとフォトインタラプタ１０－１～１０－４、ラインＣＣＤ１１の位置
関係について説明するための模式図である。
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【図６】用紙サイズとフォトインタラプタ１０－１～１０－４、ラインＣＣＤ１１の位置
関係について説明するための模式図である。
【図７】本実施形態による印刷装置の略構成を示すブロック図である。
【図８】本実施形態による印刷装置の用紙サイズテーブルのデータ構成例を示す概念図で
ある。
【図９】本実施形態による印刷装置のフォトインタラプタ１０のオン・オフ状態と、ＣＣ
Ｄ１１の画素位置との対応関係を説明するための概念図である。
【図１０】本実施形態による印刷装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００５０】
　１　ロール
　２　用紙
　３　円板部（一端調整部）
　３－１　延長部
　３－２　孔部
　３－３　第１の係合溝
　３－４　第２の係合溝
　４　ギヤ
　５　シャフト
　６　円板部（他端調整部）
　７　固定ピン
　８　調整部材（一端調整部）
　８－１　凸部
　８－１－１　大幅部
　８－１－２　小幅部
　１０、１０－１～１０－４　フォトインタラプタ（一端検出部）
　１１　ラインＣＣＤ（他端検出部）
　２０　印刷装置
　２１　用紙指定データ入力部
　２２　記憶部
　２２－１　用紙サイズテーブル
　２３　用紙判定部（判定部）
　２４　判定結果出力部
　２５　印刷制御部
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